
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより 相模原市立 

大野台中学校 

令和８年 ５月号 

５月１日(金)発行 

校長 岡部尚紀 

 こもれびの森の木々が、まぶしい新緑の季節を迎えました。ぐんぐんと枝を伸ばす若葉を見てい

ると、自然の持つたくましい生命力に元気づけられます。 

生徒たちも、新しいクラスや先生との出会いにドキドキしながらも、毎日を一生懸命に過ごして

います。その姿は、まるで太陽に向かって背を伸ばす新緑のように、日に日にたくましさを増して

いるようです。 

１年生は、入学から1ヶ月が経ち、少しずつ学校に馴染んできました。最初は緊張でガチガチだ

った表情も、近ごろはふんわりと和らぎ、あちこちで明るい笑顔がはじけています。  

２年生は、クラス替えで仲の良い友だちや担任と離れ、少し心細そうな様子も見られましたが、

今はすっかり落ち着きました。新しい環境を自分の居場所として、しなやかに受け入れています。 

３年生は、最上級生としての「顔」になってきました。部活動や委員会でみんなを引っ張る姿は

堂々としていて、見ているこちらが背筋を伸ばしたくなるほど、頼もしい存在です。 

ひかり級は、新しいことへのワクワクが、キラキラとした瞳にあふれています。「やってみたい」

という前向きなエネルギーが、クラス全体を明るく照らしています。 

学校では、こうした子どもたちの何気ない日常をホームページのブログなどで発信しています。 

これには、一つの願いを込めています。それは家庭での会話の「きっかけ」にしていただきたい

ということです。「今日はこんなことがあったんだね」「頑張ったね」と、学校での出来事を話題に

してみてください。おうちの方に認められ、ほめられることで、子どもたちの心には「自分は大切

な存在なんだ」という自信（自己有用感）が育ちます。 

これからも、学校とご家庭で温かく手を取り合いな 

がら子どもたちの心を育んでいければ幸いです。 

 

 

 

  

 

１年生は数学の先生の失敗話を聞いて笑ってい

ました。笑顔の多い授業でした。 

大野台中学校 

ホームページ 

ＱＲコード 

こもれび通信 

 

２年生は鎌倉校外学習の班別学習のコースを考

えていました。鶴岡八幡宮と大仏が人気でした。 

 

ひかり級は美術

の授業で、シルクス

クリーンやフロッ

タージュをしてい

ました。 

夢中になって、楽

しそうでした。 

３年生は顕微鏡観察をしていました。拡大され

た細胞を見て「おー」と歓声を上げていました。 


